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縄文時代の配石遺構群を発掘調査中の小場遺跡

常
磐
自
動
車
道
の
建
設
に
伴
い
、
発
掘
調
査
が
行
わ

れ
て
い
た
上
手
綱
〃
小
場
遺
跡
〃
の
中
間
報
告
が
ま
と

ま
り
〃
遺
跡
〃
の
概
要
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

〃
小
場
遺
跡
〃
は
、
縄
文
時
代
中
期
か
ら
晩
期
前
半

（
紀
元
前
四
千
五
百
年
～
同
二
千
三
百
年
）
の
も
の
と

は
い
せ
き
い
こ
う

み
ら
れ
、
配
石
遺
構
と
呼
ば
れ
る
石
を
使
っ
て
作
ら
れ

た
構
築
物
の
遺
構
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

ど
ニ
う

ま
た
、
住
居
跡
や
土
塘
、
溝
な
ど
の
遺
構
と
と
も
に

と
く
う

土
偶
や
石
剣
・
石
棒
・
台
付
異
形
土
器
な
ど
も
多
数
出

土
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
〃
小
場
遺
跡
〃

は
、
墓
か
祭
祀
跡
？
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
発
掘
作
業
は
、
今
年
の
十
二
月
ま
で
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
見
学
希
望
者
は
、
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

冠
二
三
’
一
二
一
二

お
ば

″
小
場
遺
跡
″
の
発
掘

鴬

台付

菱鉢 土



新庁舎が完成しました
高萩市・十王町事務組合

消防本部、高萩消防署

五
十
八
年
度
か
ら
、
二
か
年
継
続
事

業
と
し
て
建
設
し
て
い
た
高
萩
市
・
十

王
町
事
務
組
合
消
防
本
部
新
庁
舎
が
完

成
し
ま
し
た
。
場
所
は
、
六
号
国
道
沿

い
の
旧
警
察
署
跡
地
（
東
本
町
三
～
十

一
）
で
、
九
月
十
日
に
移
転
し
業
務
を

開
始
し
ま
し
た
。

旧
庁
舎
は
、
手
狭
に
な
っ
た
こ
と
と
、

土
地
区
画
整
理
事
業
で
敷
地
の
一
部
が

か
か
る
た
め
に
新
築
移
転
す
る
こ
と
に

な
っ
た
も
の
で
す
。

新
庁
舎
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

二
階
建
、
延
面
積
一
、
二
六
一
嚥
総

工
費
二
億
七
百
七
十
万
円
で
建
設
さ
れ
、

市
民
に
親
し
ま
れ
や
す
い
趣
を
持
つ
建

物
と
し
て
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

気
象
観
測
装
置
や
近
代
的
な
救
急
指

令
装
置
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、
迅
速
な

（
）

対
応
が
で
き
る
よ
、
刃
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
十
七
ｍ
と
七
ｍ
の
訓
練
塔
も

併
設
さ
れ
、
レ
イ
ン
ジ
ャ
ー
の
訓
練
と

隊
員
の
資
質
の
向
上
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。一

階高
萩
消
防
署
、
通
信
室
、
車
庫
、
食

堂
、
便
所
、
浴
室
、
乾
燥
室
、
倉
庫

一
階
面
積
六
六
八
㎡

二
階消
防
本
部
、
事
務
組
合
事
務
局
、
管

理
者
室
、
仮
眠
室
、
書
庫
、
講
堂
、

倉
庫
、
更
衣
室
、
便
所

二
階
面
積
五
九
三
㎡

壷
消
防
本
部
二
二
’
二
二
五
八

事
務
局
二
二
’
二
九
一
七

建
物
の
概
要

9月I0日に業務を開始した消防本部

位
置
図

１
１
Ｍ
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＝
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庁舎
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昭
和
五
十
九
年
第
三
回
高
萩
市
議
会
定
例
会
は
、
九
月
十
一
日
に
開
会
し

七
日
間
の
会
期
で
審
議
が
行
わ
れ
、
十
七
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

今
回
提
出
さ
れ
た
案
件
は
、
報
告
一
件
、
議
案
九
件
、
意
見
壹
案
二
件
で

そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
認
定
、
同
意
、
可
決
、
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

の
委
員
及
び
土
地
区
画
整
理
評
価
員

人
事
案
件

に
対
す
る
報
酬
の
制
定
に
よ
る
条
例

○
高
萩
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
の
一
部
改
正

つ
い
て
○
高
萩
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

鈴
木
多
喜
男
氏
（
本
町
）
改
正
に
つ
い
て

棚
谷
立
夫
氏
（
秋
山
）
に
同
意

※
国
民
健
康
保
険
法
の
一
部
改
正
に

伴
う
、
退
職
者
医
療
制
度
創
設
に
よ

報
告
関
係

る
条
例
の
一
部
改
正

○
昭
和
五
十
八
年
度
高
萩
市
水
道
事
業
○
高
萩
市
医
療
福
祉
費
支
給
に
関
す
る

会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
昭
和
五
十
八
年
度
高
萩
市
工
業
用
水
※
健
康
保
険
法
等
の
一
部
改
正
に
伴

道
事
業
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て
う
、
被
用
者
保
険
本
人
の
一
部
負
担

※
地
方
公
営
企
業
法
第
三
十
条
第
四
金
制
度
化
に
よ
る
母
子
家
庭
の
母
子

項
の
規
定
に
よ
る
決
算
の
認
定
及
び
重
度
心
身
障
害
者
の
一
部
負
担

金
相
当
額
を
医
療
福
祉
費
支
給
の
対

条
例
関
係

象
と
し
、
そ
の
他
退
職
医
療
制
度
創

○
高
萩
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
設
等
に
よ
る
条
例
の
一
部
改
正

も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

予
算
関
係

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

※
町
西
側
土
地
区
画
整
理
事
業
の
実
○
昭
和
五
十
九
年
度
高
萩
市
一
般
会
計

施
に
伴
う
、
土
地
区
画
整
理
審
議
会
補
正
予
算
（
第
二
号
）

第
三
回定
例
市
議
会

＝

～9月～

そ
の
他

○
高
萩
都
市
計
画
の
一
部
変
更
に
つ
い

て※
斎
場
建
設
に
伴
い
火
葬
場
の
位
置

を
変
更
す
る
も
の

○
高
萩
市
営
住
宅
建
設
工
事
請
負
契
約

に
つ
い
て

○
高
萩
市
立
松
岡
中
学
校
校
舎
改
築
工

事
請
負
契
約
に
つ
い
て

○
昭
和
五
十
九
年
度
高
萩
市
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

一
百
万
）

請
願
・
陳
情
書
審
議
結
果

■
採
択
さ
れ
た
も
の

○
外
国
人
登
録
法
（
指
紋
押
捺
な
ど
）

の
是
正
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
関

す
る
陳
情

■
不
採
択
と
な
っ
た
も
の

○
医
療
保
険
の
抜
本
改
悪
に
反
対
し
、

そ
の
充
実
改
善
を
求
め
る
政
府
へ
の

意
見
書
提
出
に
つ
い
て
の
陳
情

○
花
貫
川
の
改
修
に
つ
い
て

○
信
号
機
の
設
置
に
つ
い
て
（
二
件
）

○
防
災
対
策
に
つ
い
て

○
私
道
路
の
整
備
に
つ
い
て

○
都
市
計
画
街
路
３
．
３
．
９
号
線
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て

○
成
人
式
に
つ
い
て

○
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
設
置
に
つ
い
て

○
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
つ
い
て

○
駅
前
開
発
に
つ
い
て

○
離
岸
堤
に
つ
い
て

｜
般
質
問
の
要
旨

○
私
立
学
校
の
学
費
値
上
げ
を
お
さ
え

る
た
め
私
学
助
成
制
度
の
新
設
を
求

め
る
請
願

■
継
続
審
査
と
な
っ
た
も
の

○
民
間
林
業
労
働
者
の
雇
用
安
定
、
労

働
条
件
等
の
抜
本
的
改
善
を
求
め
る

意
見
書
提
出
に
関
す
る
請
願

○
電
電
公
社
制
度
改
革
に
関
す
る
決
議

を
求
め
る
請
願

○
郵
便
貯
金
非
課
税
制
度
並
び
に
マ
ル

優
制
度
存
続
に
関
す
る
意
見
書
提
出

に
つ
い
て
の
陳
情

○
郵
便
貯
金
や
マ
ル
優
な
ど
非
課
税
貯

蓄
制
度
の
改
悪
に
反
対
し
、
小
額
貯

蓄
の
現
行
利
子
非
課
税
制
度
の
継
続

乱
唾
言
一
二
三
百
丘
言
『
．
二
一
二
二
三
ヱ
ヱ
吾
沮
言
三
二
ｚ
ェ
玉
口
ロ
言
二
一
五
巳
ニ
ォ
ヱ
マ
て
ロ
ニ
ニ
二
二
一
且
二
一
二
壱
五
万
五
一
コ
里
毬
ｚ
ｚ
二
Ｆ
厘
ェ
写
彊
ヨ
薔
疋
弓
■
三
ｚ
三
五
１
二
五
口
ご
悪
画
ｐ
ｚ
》
○
前
売
入
場
券
料
金
（
一
割
引
）

岬
大
人
二
、
四
三
○
円
（
満
二
十

三
歳
以
上
）

帳
中
人
一
、
二
六
○
円
（
満
十
五

歳
以
上
二
十
三
歳
未
満
）

》
小
人
六
三
○
円
（
満
四
歳

以
上
十
五
歳
未
満
）

部
※
詳
し
い
こ
と
は
、
商
工
課
内

一
観
光
協
会
ま
で
含
二
三
’
二
一

一
一
一
内
線
四
六
二

１
１

1 .田M■pu■岡山閣呵I開国ﾛ即自『胸｡ 1■閃Nq ﾛM■■､間同M甲'昭p

科学博
だよ

〃
科
学
万
博
の
〃

割
引
入
場
券
発
売
中
／

り ー

あ
と
半
年

鶴
着
々
と
進
む
会
場
建
設
／
，
峠

諏
科
学
万
博
の
会
場
地
で
は
、
い
ま
急
へ

ピ
ッ
チ
で
建
設
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
》

ま
す
。
政
府
出
展
館
を
は
じ
め
、
各
パ
岬

ビ
リ
オ
ン
も
そ
の
姿
を
見
せ
始
め
、
日
恥

一
日
と
開
催
へ
向
け
て
か
た
ち
が
整
い
》

●
／
◇
つ
つ
あ
り
ま
す
。

）
ま
た
、
会
場
の
、
王
要
施
設
の
愛
称
も
一

十
発
表
さ
れ
、
「
ユ
メ
ミ
ン
グ
広
場
」
、
禍

「
ぽ
っ
ち
ゃ
ん
湖
Ｌ
、
「
星
丸
シ
ア
タ
ー
」
荊

五
な
ど
楽
し
さ
が
い
っ
ぱ
い
。
親
し
み
や
》味

）
す
い
科
学
博
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
」

歳
い
ば
ら
き
パ
ビ
リ
オ
ン
も
年
内
に
は
一

建
ち
あ
が
る
予
定
で
、
展
示
内
容
も
一
息一

内
の
ほ
ど
ま
と
め
ら
れ
た
展
示
基
本
計
画

一
と
運
営
計
画
に
よ
り
製
作
を
開
始
し
ま

し
た
。 意

見
書
案
に
つ
い
て

○
国
庫
補
助
負
担
率
引
き
下
げ
に
よ
る

地
方
負
担
転
嫁
に
反
対
す
る
意
見
書

案
の
提
出
に
つ
い
て

○
外
国
人
登
録
証
登
録
法
改
正
に
関
す

る
意
見
書
案
の
提
出
に
つ
い
て

※
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
第
二
項

の
規
定
に
基
づ
く
、
関
係
機
関
へ
の

意
見
書
の
提
出

■

号

・

》

■

■

Ｆ

・

三

毛

．

二

五

壷

一

■

二

壷

圭

■

二

五

二

三

・

・

言

里

を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て
の

請
願

（
議
会
事
務
局
）

(3) テレフォンサービス「市政案内」は（23） 1 151 . 1152です



九
月
九
日
日
東
小
学
校
校
庭
で
、

第
二
回
社
会
福
祉
協
議
会
東
地
区
北
支

部
に
よ
る
、
三
世
代
の
体
育
大
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

老
人
会
な
ど
約
三
百
人
が
参
加
、
ク
ロ

ッ
ヶ
ー
大
会
や
輪
投
げ
の
あ
と
、
同
校

体
育
館
で
カ
ラ
オ
ケ
大
会
が
行
わ
れ
自

慢
の
〃
の
ど
〃
を
披
露
し
ま
し
た
。

お
じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
た
ち
も

子
ど
も
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
元
気
い
っ

ぱ
い
。
き
ょ
う
は
、
ま
た
一
段
と
若
返

っ
た
よ
う
で
す
。

ｑ
ク
ロ
ッ
ケ
ー
大
会

「
お
じ
い
さ
ん

が
ん
ば
っ
て
″
」

三
世
代
の
体
育
大
会

み
ん
な
元
気
で
す
／
、

各
地
で
健
康
づ
く
り
や
奉
仕
作
業

~

吉
田
ア
キ
ョ
さ
ん
（
七
十
二
歳
）

〃
京
子
さ
ん
（
四
十
二
歳
）

〃
和
子
さ
ん
（
小
六
年
）

「
去
年
ま
で
は
、
お
じ
い
さ
ん
が
寝

た
き
り
で
な
か
な
か
出
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
少
し
外
で

遊
ば
せ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
か
…
】

矢
部
芳
雄
さ
ん
（
七
十
二
歳
）

″
和
子
さ
ん
（
四
十
二
歳
）

″
暢
子
さ
ん
（
小
六
年
）

「
お
じ
い
さ
ん
の
健
康
の
秘
け
つ
は
、

毎
日
の
畑
仕
事
、
少
し
ず
つ
楽
し
み

な
が
ら
や
っ
て
い
ま
す
。
」

鱗｛
）

懲塾
有明町3－7 有明町3－61

》
適
用
を
受
け
て
い
る
人
は
除
く
。
）

県
大
会
を
め
ざ
し
て
／
，

曜
○
被
用
者
年
金
の
年
金
を
受
け
て
い
る

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
》
人
（
退
職
被
保
険
者
）

九
月
十
八
日
㈹
大
心
苑
の
ゲ
ー
》
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
な
ど
の
被
用

ト
ボ
ー
ル
競
技
場
で
、
第
二
回
茨
城
司
者
年
金
制
度
か
ら
老
齢
（
退
職
）
年
金

県
高
齢
者
ク
ロ
ッ
ヶ
ー
・
ゲ
ー
ト
ボ
》
の
支
給
を
う
け
て
い
る
人
〔
被
用
者
年

ｌ
ル
県
北
地
区
大
会
の
市
予
選
が
行
畳
金
制
度
に
四
十
歳
以
後
に
十
年
以
上
加

わ
れ
約
百
五
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
》
入
し
て
通
算
老
齢
（
退
職
）
年
金
の
支

成
績
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
ク
ロ
韮
給
を
受
け
て
い
る
人
〕

』

ツ
ヶ
ー
の
部
（
九
チ
ー
ム
参
加
）
菖
○
扶
養
者
と
し
て
認
め
ら
れ
る
人

優
勝
島
名
チ
ー
ム
、
二
位
上
島
名
へ
》
退
職
被
保
険
者
と
生
活
を
共
に
し
、

鰯熱露窒＃
…

老
人
福
祉
大
会
と

三
世
代
の
集
い

芸
能
発
表
会

九
月
十
五
日
の
「
敬
老
の
日
」

市
民
体
育
館
で
、
老
人
福
祉
大
会
が
開

か
れ
、
続
い
て
、
三
世
代
の
集
い
芸
能

発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
老
人
を
囲

む
三
世
代
七
百
三
十
五
人
が
参
加

し
、
科
学
万
博
音
頭
や
、
子
ど
も
会
に

よ
る
お
は
や
し
、
ま
た
、
「
矢
切
の
渡

し
」
の
歌
謡
曲
が
出
る
な
ど
、
会
場

は
、
拍
手
か
っ
さ
い
。
お
年
寄
り
を

中
心
に
、
各
世
代
が
集
い
、
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

狸
対
象
者
の
範
囲

語

》
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で
、
次
に

雪
該
当
す
る
人
で
す
。
（
老
人
保
健
法
の

函
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で
、
長
い

三

》
間
会
社
や
役
所
に
勤
め
、
厚
生
年
金
保

曜
険
や
共
済
組
合
な
ど
か
ら
年
金
の
支
給

園

部
を
受
け
て
い
る
人
と
そ
の
家
族
は
、
退

》
職
被
保
険
者
及
び
そ
の
扶
養
家
族
と
し

割
て
、
七
十
歳
に
な
っ
て
老
人
保
健
に
移

到

》
る
ま
で
「
退
職
者
医
療
制
度
」
と
い
う
、

』
新
し
い
制
度
で
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る

詔

諏
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

㎡■ドュゴ■F至当■ﾃｰｰｮ■テヂJ■F÷＝

退
職
者
医
療
制
度
が

十
月
一
日
か
ら
施
行

さ
れ
ま
し
た

へ
｝

主
と
し
て
、
年
金
受
給
者
の
収
入
に
よ

っ
て
生
計
を
維
持
し
て
い
る
配
偶
者

（
内
縁
を
含
む
．
）
や
三
親
等
以
内
の
親

族
で
す
。

診
療
の
受
け
方

○
保
険
証
と
「
特
例
証
明
書
」
を
持
参

し
て
診
療
を
受
け
ま
す
。

退
職
者
医
療
制
度
に
該
当
す
る
人
に

は
、
本
年
度
は
特
例
措
置
と
し
て
「
退

職
被
保
険
者
等
証
明
書
」
（
有
効
期
限

六
十
年
三
月
三
十
一
日
）
を
交
付
し
ま

す
。
こ
の
証
明
書
と
、
現
在
使
用
し
て

い
る
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
を
い

っ
し
ょ
に
医
療
機
関
の
窓
口
に
提
示
し

て
診
療
を
受
け
て
く
だ
さ
い
・

○
一
部
負
担
金

退
職
被
保
険
者
や
被
扶
養
者
が
、
お

医
者
さ
ん
に
か
か
っ
て
治
療
を
受
け
た

と
き
は
医
療
機
関
の
窓
口
に
次
の
割
合

で
一
部
負
担
金
を
支
払
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

退
職
被
保
険
者
入
院
二
割

外
来
二
割

被
扶
養
者
入
院
二
割

外
来
三
割

保
険
税

退
職
被
保
険
者
の
保
険
税
は
、
従
来

の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
た
と

き
と
同
じ
で
す
。

資
格
の
発
生
と
届
け
出

退
職
被
保
険
者
と
な
る
日
は
、
年
金

の
受
給
権
が
発
生
し
た
日
で
す
。
受
給

権
が
発
生
す
る
と
、
本
人
あ
て
に
年
金
※

感動…，科学万噌懲くば'85 (4)



今
年
八
十
五
歳
に
な
っ
た
お
年
寄
り

に
手
づ
く
り
の
座
ぶ
と
ん
を
Ｉ
。

社
会
福
祉
協
議
会
の
呼
び
か
け
に
よ

り
、
市
内
の
各
種
婦
人
団
体
（
オ
パ
ー

ル
婦
人
会
・
農
協
婦
人
部
・
地
域
婦
人

瀞
引
世
岡
垣
国
巨
国
檀
詞
蓮
岡
協
同
世
引
巨
貝
世
岡
垣
閃
阻
剴
陞
岡
垣
月
世
列
陞
萬
腫
司
睡
風
邑
到
国
司
隆
貝
睡
同
恒
同
凶
同
盟
国
瞳
司
睡
閃
睡
ワ
陸
風
睡
国
睡
列
暫
同
瞳
員
睡
国
凶
引
国
司
恒
同
垣
同
睡
列
腫
列
邑
男
恒
岡
垣
同
匡
男
腔
同
国
詞
陞

「
長
生
き
し
て
ね
″
」

団
体
連
絡
会
・
母
子
福
祉
会
）
の
皆
さ
を
作
り
ま
し
た
。

手
づ
く
り
座
ぶ
と
ん
を
ん
が
、
今
年
八
十
五
歳
に
な
っ
た
お
年
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
た
大
森
ム
メ

ブ
レ
ゼ
ン
ト
ー
寄
り
に
手
づ
く
り
の
垂
ぶ
と
ん
を
プ
レ
さ
ん
（
市
勾
言
一
コ
．
八
十
五
義
）
ま

巨
体
連
絡
会
・
母
子
福
祉
会
）
の
皆
さ
を
作
り
ま
し
た
。

ん
が
、
今
年
八
十
五
歳
に
な
っ
た
お
年
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
た
大
森
ム
メ

寄
り
に
手
づ
く
り
の
座
ぶ
と
ん
を
プ
レ
さ
ん
（
市
内
高
戸
・
八
十
五
歳
）
は

し
座
ぶ
と
ん
づ
く
り

ど
チ
ー
ム
、
三
位
南
松
寿
会
チ
ー
ム

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
部
（
五
チ
ー
ム
参
加
）

し
て
く
だ
さ
い
。
」
と
手
づ
く
り
座
ぶ
と

ん
を
手
渡
し
ま
し
た
。

こ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
始
ま
り
は
古
く

二
十
年
以
上
も
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

以
前
は
、
既
成
品
の
座
ぶ
と
ん
を
贈

っ
て
い
ま
し
た
が
、
七
年
前
か
ら
手
づ

く
り
の
温
か
さ
を
お
年
寄
り
に
味
わ
っ

て
も
ら
お
う
と
、
裁
断
か
ら
縫
製
ま
で

全
部
自
分
た
ち
で
手
が
け
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
九
月
七
日
俗
老
人
い
こ
い

の
家
で
、
会
員
約
二
十
人
が
集
ま
り
、

一
日
が
か
り
で
三
十
一
枚
の
座
ぶ
と
ん

↑
｜
Ｆ
ブ
ｉ
、
‐
ノ
睡
監
《
｜

ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
足
が
少
し
不
自
由
で
す
が
、
コ
タ
ッ

今
年
市
内
で
八
十
五
歳
に
な
っ
た
お
カ
バ

の
手
編
み
を
手
が
け
る
な
ど

年
寄
り
は
三
十
一
人
、
九
月
十
二
日
附
と
て
も
元
気
そ
う
・
う
れ
し
そ
う
に

敬
老
の
日
を
前
に
、
高
萩
婦
人
会
の
益
手
づ
く
り
の
座
ぶ
と
ん
を
受
け
取
っ

子
き
み
代
さ
ん
、
母
子
福
祉
会
の
鈴
木
て
い
ま
し
た
。

百
合
子
さ
ん
た
ち
が
、
各
地
区
の
お
年

寄
り
一
人
ひ
と
り
に
「
元
気
で
長
生
き

一
て
く
ご
ミ
’
１
・

ｑ
大
森
ム
メ
さ
ん

優
勝
上
島
名
Ａ
チ
ー
ム
、
二
位
上
島

名
Ｂ
チ
ー
ム
、
三
位
秋
山
益
壮
会
チ
ー

ム
み
ん
な
の
道
路
で
す

き
れ
い
に
使
い
ま
し
ょ
、
７

九
月
二
十
四
日
㈲
高
萩
駅
東
口
の

職
業
安
定
所
前
か
ら
海
岸
ま
で
の
通
り

を
、
北
松
寿
会
老
人
ク
ラ
ブ
（
会
員
約

六
十
人
）
が
清
掃
奉
仕
作
業
を
行
い
ま

し
た
。
同
ク
ラ
ブ
で
は
、
〃
み
ん
な
の

道
路
を
き
れ
い
に
使
い
ま
し
ょ
う
〃
と

自
主
的
に
こ
の
清
掃
奉
仕
作
業
を
続
け

て
い
ま
す
。

）
ロ

惨
清
掃
奉
仕
作
業

蝿
蕊

』曽F妾』ﾛ 』■候哩号』■Fニュ■君田r垂J■F季 ニゴ■r置 ョ■F＝■写三壷 茜 唐』 テーヨ■『 三 劃■屍 刮

函
※
証
書
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。
年
金
証

坐
害
を
受
け
と
っ
た
ら
十
四
日
以
内
に
市

届
役
所
保
険
年
金
課
に
届
け
出
て
く
だ
さ

》
い
０

三三■＝弓■F 引亙

該
当
者
は
至
急
届
け
出
を

退
職
被
保
険
者
の
資
格
確
認
及
び
被

扶
養
者
を
認
定
し
「
退
職
被
保
険
者
等

証
明
書
」
を
九
月
二
十
九
日
ま
で
に
交
付

し
ま
し
た
が
、
該
当
の
も
れ
が
あ
り
ま

し
た
ら
至
急
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
保
険
年
金
課
国
保
係
へ

恋
二
三
’
二
二
一
内
線
二
三
四

○
○
○
○

母
子
家
庭
の
母
子
及
び
重
度
心

身
障
害
者
は
社
会
保
険
の
本
人
も

一
部
負
担
金
が
公
費
負
担
さ
れ
ま

す
今
年
の
十
月
一
日
か
ら
健
康
保
険
法

等
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
社
会
保
険
の

本
人
も
病
院
等
の
窓
口
で
一
割
の
一
部

負
担
金
を
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
母
子
家
庭
の
母
子
及
び
重

度
心
身
障
害
者
は
、
社
会
的
ハ
ン
デ
ィ

を
負
い
、
経
済
的
に
も
大
変
な
か
た
が

多
い
の
で
、
県
と
市
が
共
同
し
て
、
こ

の
一
部
負
担
金
を
公
費
負
担
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

対
象
者

母
子
家
庭
の
母
ま
た
は
子
、
重
度
心

身
障
害
者
（
身
体
障
害
者
手
帳
を
保
持

し
、
一
級
又
は
二
級
に
該
当
し
て
い
る

人
な
ど
。
）
で
あ
っ
て
社
会
保
険
の
本
人
、

た
だ
し
、
本
人
又
は
扶
養
義
務
者
の
所

得
が
一
定
以
上
の
場
合
は
該
当
に
な
り

ま
せ
ん
。

＝

病
院
に
持
っ
て
い
く
も
の

健
康
保
険
証
、
⑬
受
給
者
証
、
⑮
請

求
書
（
ピ
ン
ク
色
の
用
紙
）
を
窓
口
に
出

し
て
く
だ
さ
い
・

園
受
給
者
証
と
侭
請
求
書
の
交
付

こ
の
制
度
に
該
当
す
る
人
に
は
、
既

に
市
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
ま
だ
、
⑬
受
給
者
証
、
⑬
請
求

書
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
人
、
又
は

こ
の
制
度
に
該
当
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
人
で
、
市
か
ら
連
絡
が
な
い
場
合
は
、

保
険
年
金
課
医
療
福
祉
係
二
三

二一

二
内
線
二
三
三
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

○
○
○
○

所
得
税
の
白
色
申
告
者
に
も

記
帳
義
務
が

昭
和
五
十
九
年
度
の
税
制
改
正
に
よ

り
白
色
申
告
者
も
、
前
年
分
又
は
前
々

年
分
の
事
業
所
得
等
の
金
額
の
合
計
額

が
三
○
○
万
円
を
超
え
る
人
は
、
記
帳

制
度
が
導
入
さ
れ
、
収
入
金
額
や
必
要

経
費
を
帳
簿
に
記
録
し
一
定
期
間
保
存

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ら
制
度
の
内

容
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
十
月
中
旬
か

ら
十
一
月
に
実
施
し
ま
す
の
で
あ
ら
か

じ
め
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
制
度
に
該
当
す
る
こ
と

と
な
る
か
た
か
た
に
は
、
後
日
説
明
会

の
日
時
・
場
所
等
に
つ
い
て
個
々
に
ご

通
知
し
ま
す
。

日
立
税
務
署

(5) テレフォンサービス ｢市政案内」は（23） 1 151 . 1 152です



し
八
月
三
十
日
㈱
、
『
愛
正
園
』
（
安
良
川
）
で
、

火
災
避
難
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
だ
。
菫
度
の
身
体

障
害
者
五
十
人
が
生
活
し
て
い
る
愛
正
園
で
は
、

火
災
は
恐
ろ
し
い
災
害
の

難
訓
練
も
舅
剣
そ
の
も
の
で

p

つ
な
の
で
、
火
災
癖

し
を
。

蒋轆

識懲蕊鰯
6~識… : "澤野！
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▲9月2日旧）小場遺跡で「繩文

時代の人々のくらし」をテーマに

原始・古代の生活文化を学ぶ芸術

文化講座が開かれ、発掘調苣中の

遺跡から出土した遺物や住居跡を

見学しました。

市
民
テ
ニ
ス
大
会
が
、
八
月
十
九
日
、

二
十
六
日
、
九
月
二
日
の
三
日
間
高
浜

運
動
広
場
テ
ニ
ス
コ
ト
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
（
敬
称
略
）

成
績
（
優
勝
者
）

ダ
ブ
ル
ス
男
子
菊
地
・
星
野
組

女
子
畠
山
・
大
平
組

シングルス男
子菊池健ｑ

女
子
加
藤
和
子

鯉胤2認
』

一
へ
）

蕊
潔
襲

秋
季
大
運
動
会
が
、
市
内
の
各
小
学
校
で
盛
大
に
行
わ

れ
、
子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
校
庭
を
走
り
回
る
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
昼
休
み
に
は
民
間
交
通
指
導
員
や
田

の
会
会
員
、
交
通
少
年
団
に
よ
る
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
が

ｑ
実
施
さ
れ
、
交
通
事
故
防
止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

患撒蕊…繕勘輯] F蝉

熱灘輔 ""､ ‘評 "'
識

蝿蝿 …篭
弔
辞

▲9月9日（日） 第17回ママさんバレーボル大会が、

市民体育館で開かれgチームが参加、熱戦を繰り広げ

ました。

成績侭勝本町チーム、 2位島名チーム、 3位

東・肥前町チーム

博禽くば'85成功させよう科学万 (6)


